
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　７月１9 日（土）に松江市市民活動センター（STIC）で標記の会を開

催しました。いつも実施している親楽は、学校や PTA などの各種団体か

らの依頼で開催していますが、個人で参加できる親楽を３年前から実施

し、今回で５回目の「松江市おしゃべり広場」として松江市教育委員会

主催で行いました。今回は、少人数でのおしゃべり広場になりましたが、

アイスブレイクで心を解放してから、２つのワークを通して子育てについ

ての喜びや悩みをじっくり語り合うことができました。 

　参加者さんからはとてもうれしい声をいただきましたが、より多くの保護

者の皆様に親楽で楽しく集って・楽しんで・学んで・つなっがってほしい

と考えています。次回は 10 月 25 日（土）開催予定です。

≪参加者の感想≫ 
・子育てに関することを共有できてとても楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございました。 
・皆さん話しやすい方ばかりで、終始楽しく過ごせました。ファシリテーターさんの司会もとてもよかったです。

藤原ファシリテーターの 

進行で、楽しくにぎやか 

に語り合えました。

　７月１６日（水）に市民活動センター（STIC）で児童クラブや放課後こども教室のスタッフさんを中心に年間 10

回にわたる「こどものための学びあい支えあい講座」の第４回目を実施しました。今回は「こどもの人権を考える」

をテーマに、『子どもの権利条約』や『いじめ防止対策推進法』、学校との連携の在り方などについて講演を聞き、

小グループで感想を交流したり情報交換したりしてテーマについて深め合いました。 

≪受講者の感想≫ 
・こどもたちの「安心感の基地」になれるようにこどもに接していけたらと思いました。 
・いじめに対する認識が（全く）変わりました。今後学校との情報交換を図って、共有していきたいです。 
・小さないじめを見逃さず、自分一人で抱え込まず、クラブで情報共有することが大切だと思いました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

松江城を築いた武将、堀尾吉晴の出身地である愛知県大口町の小学６年生１２名が松江市を訪れました。松江市は、

愛知県大口町と２０１５年に姉妹都市提携を結び、小学生が相互訪問（今回が４回目）をして交流を行っています。 

８月１９日（火）、市内の小学６年生１８名と一緒に松江城や松江歴史館を見学し、交流を深めました。特に松江城見学

では、３人一組になって松江城天守を舞台にクイズラリーに挑戦しました。始めは初対面ということもあり緊張した面持ち

の児童たちでしたが、井戸をのぞき込んだり、各階で太さが異なる柱を確認したりとクイズラリーを楽しみ、天守最上階に

上がったころにはとても打ち解けた様子で、宍道湖などの景観を眺めていました。 

交流は松江市と大口町との歴史的なつながりや互いの地域文化を学び、松江の児童にとってはふるさと松江のよさを

再認識できる貴重な体験ができたと好評です。１２月には松江市の小学６年生が愛知県大口町を訪問する予定です。 

　放課後や休業日等に公民館等の施設を活用し、地域住民や保護者、

学生などの参画を得て、こどもたちに学習等の機会を提供し、学習の習

慣づけや学習意欲の喚起を図ることにより学力向上につなげていった

り、地域社会の中でこどもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくり

を推進したりすることを目的として実施されている「松江てらこや」の様

子をお伝えします。 

　　夏休みでもこどもたちの生活リズムが整うように時間割を組んで実

施されているところや、和室でゆったり安心して学習に集中できるとこ

ろ、中・高生や大学生とペアを組んでじっくり学習支援してもらえるとこ

ろ、工作や座禅等の体験イベントを学習時間と組み合わせて実施すると

ころなど、地域やこどもたちの実態に応じて工夫しています。 

　　どのてらこやでも、支援者（ボランティア）の方々の熱心な思いと、いき

いきとしたこどもたちの様子が伝わりました。 

夏休みだけでなく、年間を通して実施しているてらこや（雑賀、八雲、

玉湯、法吉、白潟、忌部、宍道）もあります。


